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がある. サ ド)I,曲げは簡単には､自発仙率がなく主nh率の和はゼロであろようなサ ドル曲
げでは第2項のみが効 くのでその名がついたものである｡ 現在では一般に (1)式は全て










































































































で定義する｡式 (13)の8Hと8Cの係数は頭部と尾部に働 く力である｡ 曲率があまり大
きくない場合には (12)式から類推されるようにその力の大きさはほとんど同じで符号
が逆であるから8Hと8Cはほぼ同じで幾何学的中心 (面積不変の面))と一致するのであ
る｡ ところが､このモデルの考案者達は [14､ 15]次の式
8HβH=8CβC (14)














･●-constant･foJ舟 渡 HA)J],=,0K (16)


























































詳細な safran 連の計算 [16]を見てみると (1)式のポテンシャルと同じ矛盾を持っ




第3節 フラス トレイ トした面積弾性モデルによる計算
分子内に内部歪みを持っているような膜系では､液膜でもk■=0ではない可能性がある







と書き下せて､最後の項が中間に挿入 した新たな面積弾性の項である｡ 前 と同じように中
立面の面積で変分 を実行すると
塑 =βH(1.A｡)(A｡-AB).βC (1-A｡)(A｡ -A Oc).βG (1.｡G)(AGIAOG)=O
aA ･
























































































































向 きになっていることから生 じるものである [19-21]｡ 結局､単分子液膜では
k■=0であっても､2分子膜になると単分子膜に自発曲率がある場合は小 さいが有限のサ
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図3 中間バネの位置の関数としての中立面の位置 :(a)7-0.5(b)Y=1
実線 ;AB=0.95, 破線 ;Aa=0.9,点線 ;AB=0.85
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図4 中間バネの位置の関数としての自発曲率 (a)†=0.5(b)7=1
実線 ;AB=0.95,破線 ;A8-0.9,点線 ;A8-0.85
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